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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　おむつの内側に装着する吸収パッドであって、
　長手方向と、
　前記長手方向に直交する幅方向と、
　表面シートと、
　裏面シートと、
　前記表面シートと前記裏面シートとの間に設けられ、吸収材料からなる吸収コアを含む
吸収体と、を有し、
　前記吸収体は、周縁領域と、前記周縁領域に囲まれた中央領域と、を有し、
　前記吸収体は、
　　前記中央領域に対して前記幅方向に隣接する前記周縁領域と前記中央領域との境界で
、前記長手方向に沿って延びる一対の低坪量領域と、
　　前記中央領域に、前記吸収体の非肌面側において、前記幅方向の中央で前記長手方向
に延びた溝と、を有し、
　前記幅方向における前記低坪量領域の幅は、前記周縁領域における前記吸収体の厚みよ
りも大きく、
　前記裏面シートの非肌面側に、前記おむつに係止する係止部を有し、
　前記係止部は、前記長手方向において前記溝が形成された領域を避けて設けられている
、吸収パッド。
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【請求項２】
　おむつの内側に装着する吸収パッドであって、
　長手方向と、
　前記長手方向に直交する幅方向と、
　表面シートと、
　裏面シートと、
　前記表面シートと前記裏面シートとの間に設けられ、吸収材料からなる吸収コアを含む
吸収体と、を有し、
　前記吸収体は、周縁領域と、前記周縁領域に囲まれた中央領域と、を有し、
　前記吸収体は、
　　前記中央領域に対して前記幅方向に隣接する前記周縁領域と前記中央領域との境界で
、前記長手方向に沿って延びる一対の低坪量領域と、
　　前記中央領域に、前記吸収体の非肌面側において、前記幅方向の中央で前記長手方向
に延びた溝と、を有し、
　前記長手方向における前記溝の長さは、前記長手方向における前記低坪量領域の長さよ
りも長い、吸収パッド。
【請求項３】
　おむつの内側に装着する吸収パッドであって、
　長手方向と、
　前記長手方向に直交する幅方向と、
　表面シートと、
　裏面シートと、
　前記表面シートと前記裏面シートとの間に設けられ、吸収材料からなる吸収コアを含む
吸収体と、を有し、
　前記吸収体は、周縁領域と、前記周縁領域に囲まれた中央領域と、を有し、
　前記吸収体は、
　　前記中央領域に対して前記幅方向に隣接する前記周縁領域と前記中央領域との境界で
、前記長手方向に沿って延びる一対の低坪量領域と、
　　前記中央領域に、前記吸収体の非肌面側において、前記幅方向の中央で前記長手方向
に延びた溝と、を有し、
　前記低坪量領域よりも前記長手方向の外側において、前記周縁領域と前記中央領域との
境界は、前記長手方向の外側に向かうにつれて前記幅方向の内側に直線状に傾斜しており
、
　前記裏面シートの非肌面側に、前記おむつに係止する係止部を有し、
　前記係止部は、前記長手方向において前記溝が形成された領域を避けて設けられている
、吸収パッド。
【請求項４】
　おむつの内側に装着する吸収パッドであって、
　長手方向と、
　前記長手方向に直交する幅方向と、
　表面シートと、
　裏面シートと、
　前記表面シートと前記裏面シートとの間に設けられ、吸収材料からなる吸収コアを含む
吸収体と、を有し、
　前記吸収体は、周縁領域と、前記周縁領域に囲まれた中央領域と、を有し、
　前記吸収体は、
　　前記中央領域に対して前記幅方向に隣接する前記周縁領域と前記中央領域との境界で
、前記長手方向に沿って延びる一対の低坪量領域と、
　　前記中央領域に、前記吸収体の非肌面側において、前記幅方向の中央で前記長手方向
に延びた溝と、を有し、
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　前記幅方向における前記吸収パッドの幅は、前記おむつの股下域に配置された吸収体の
幅方向における最小幅よりも大きい、吸収パッド。
【請求項５】
　前記裏面シートの非肌面側に、前記おむつに係止する係止部を有し、
　前記係止部は、前記長手方向において前記溝が形成された領域を避けて設けられている
、請求項２又は請求項４に記載の吸収パッド。
【請求項６】
　前記吸収コアは単層構造である、請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の吸収パ
ッド。
【請求項７】
　前記低坪量領域は、実質的に前記吸収材料を含まない領域である、請求項１から請求項
６のいずれか１項に記載の吸収パッド。
【請求項８】
　前記一対の低坪量領域間の距離が、前記長手方向の中心位置で前記幅方向における前記
周縁領域の幅の合計よりも短い、請求項１から７のいずれか１項に記載の吸収パッド。
【請求項９】
　前記吸収コアは、前記低坪量領域が設けられた前記長手方向の範囲内において、前記幅
方向における前記吸収パッドの縁部まで延びている、請求項１から８のいずれか１項に記
載の吸収パッド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、おむつの内側に装着する吸収パッドに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は、液体を吸収する吸収体を備えた生理用ナプキンを開示している。この生
理用ナプキンの吸収体は、幅方向の中心に設けられ、長手方向に延びる圧搾条溝と、この
圧搾条溝を挟んで両側に設けられた一対の別の圧搾条溝と、を有する。このナプキンは、
使用時に着用者の両脚の間に挟まれることによって、Ｗ字形に変形するとされている。
【０００３】
　特許文献２は、液体を吸収する吸収体を備えたパンツ型おむつを開示している。このパ
ンツ型おむつの吸収体は、第１層（下層）と、第１層に重ねられた第２層（上層）と、を
含む２層構造を有する。吸収体の第１層は、幅方向の中心に設けられ、長手方向に延びる
開口を有する。吸収体の第２層は、第１層の開口を挟んで両側に設けられた一対のサイド
スリットを有する。このおむつの股間部領域は、使用時に着用者の両脚の間に挟まれるこ
とによって、Ｗ字形に変形するとされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実開平０３－３３６２２号公報
【特許文献２】特開２０１１－１７７３０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　現在、おむつの内側に装着する吸収パッドが開発されている。このような吸収パッドは
、使用時に、おむつの股下域、すなわち着用者の両脚の間に配置される。しかしながら、
このような吸収パッドはおむつに装着されるため、おむつと吸収パッドを合わせた合計の
厚みが増し、その結果、着用者に違和感を与えることがある。
【０００６】
　また、着用者の両脚に挟まれることによって吸収パッドが幅方向に潰れた後に、着用者
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が両脚を開いても吸収パッドが元の形状に回復し難いという課題がある。着用者が両脚を
開いたときに吸収パッドが潰れた状態を維持すると、吸収パッドから液体（体液）が漏れ
るのではないかという不安感が生じたり、実際に液体の漏れが生じたりする可能性がある
。
【０００７】
　したがって、使用時に着用者の違和感を軽減するとともに、着用者が脚を開いたときに
元の形状に回復し易い吸収パッドが望まれる。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　一態様に係る吸収パッドは、おむつの内側に装着する吸収パッドである。吸収パッドは
、長手方向と、前記長手方向に直交する幅方向と、表面シートと、裏面シートと、前記表
面シートと前記裏面シートとの間に設けられ、吸収材料からなる吸収コアを含む吸収体と
、を有する。前記吸収体は、周縁領域と、前記周縁領域に囲まれた中央領域と、を有する
。前記周縁領域は、前記中央領域よりも薄い厚み、かつ前記中央領域よりも高い剛性を有
する。前記吸収体は、前記中央領域に対して前記幅方向に隣接する前記周縁領域と前記中
央領域との境界で、前記長手方向に沿って延びる一対の低坪量領域と、前記中央領域に、
前記吸収体の非肌面側において、前記幅方向の中央で前記長手方向に延びた溝と、を有す
る。
【発明の効果】
【０００９】
　上記態様に係る吸収パッドは、使用時に着用者の違和感を軽減するとともに、着用者が
脚を開いたときに元の形状に回復し易い。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、一実施形態に係る吸収パッドの平面図である。
【図２】図２は、図１のＦ２－Ｆ２線に沿った吸収パッドの断面図である。
【図３】図３は、一実施形態に係る吸収体の平面図である。
【図４】図４は、図３とは反対側から見た吸収体の平面図である。
【図５】図５は、横方向外側から内側へ弱い力が加えられた状態時における吸収パッドの
一変形状態を示す模式的断面図である。
【図６】図６は、横方向外側から内側へ強い力が加えられた状態における吸収パッドの別
の形状状態を示す模式的断面図である。
【図７】図７は、吸収パッドを装着するおむつの一例を示す斜視図である。
【図８】図８は、展開したおむつに装着した吸収パッドを示す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して、一実施形態に係る吸収パッドついて説明する。本発明の吸収パ
ッドは、例えば、使い捨ておむつの内側に装着する吸収パッドに関する。使い捨ておむつ
は、大人用のおむつであってよい。
【００１２】
　なお、以下の図面の記載において、同一又は類似の部分には、同一又は類似の符号を付
している。ただし、図面は模式的なものであり、各寸法の比率等は現実のものとは異なる
ことがあることに留意すべきである。したがって、具体的な寸法等は、以下の説明を参酌
して判断すべきである。また、図面相互間においても互いの寸法の関係や比率が異なる部
分が含まれ得る。
【００１３】
　（１）吸収パッドの構成
　図１は、一実施形態に係る吸収パッドの平面図である。図１は、伸長させた状態の吸収
パッドを示している。図２は、図１のＦ２－Ｆ２線に沿った吸収パッドの断面図である。
図３は、吸収パッドに備えられた吸収体の平面図である。図４は、図３とは反対側から見
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た吸収体の平面図である。
【００１４】
　吸収パッド１０は、長手方向Ｌ及び幅方向Ｗを有する。長手方向Ｌは、着用者の前側（
腹側）から後側（背側）に延びる方向、又は着用者の後側から前側に延びる方向である。
幅方向Ｗは、長手方向Ｌと直交する方向である。以下、使用時に着用者の肌に面する側を
、「肌面側」と呼ぶことがある。また、使用時に着用者の肌とは反対に向けられる側を、
「非肌面側」と呼ぶことがある。
【００１５】
　吸収パッド１０は、表面シート２０、裏面シート２２及び吸収体３０を有する。表面シ
ート２０は、吸収パッド１０の着用時に、着用者の肌に面する。表面シート２０は吸収体
３０を覆っている。表面シート２０は、液透過性のシートから構成されていてよい。
【００１６】
　裏面シート２２は、吸収パッド１０の着用時に、着用者の肌とは反対側へ向けられ、使
い捨ておむつに面する。裏面シート２２は、液不透過性のシートから構成されていてよい
。
【００１７】
　吸収パッド１０は、サイドシート５０及び弾性部材５２，５４を有していてもよい。弾
性部材５４は、長手方向Ｌに沿って長く延びており、裏面シート２２の非肌面側に設けら
れている。サイドシート５０は、裏面シート２２の非肌面側で弾性部材５４を覆っている
。弾性部材５４は、長手方向Ｌに伸長した状態で裏面シート２２に取り付けられる。これ
により、吸収パッド１０の幅方向Ｗの周縁部は、自然状態で収縮した状態になる。ここで
、自然状態とは、吸収パッド１０に外力を加えていない状態のことをいう。
【００１８】
　サイドシート５０は、裏面シート２２の非肌面側から、吸収パッド１０の幅方向Ｗの端
部を通って、表面シート２０側へ延びている。サイドシート５０の、表面シート２０側の
端部は、折り返されており、弾性部材５２を包んでいる。弾性部材５２は、長手方向Ｌに
伸長した状態でサイドシート５０に取り付けられる。これにより、サイドシート５０の表
面シート２０側の端部は、起立性のギャザーを構成する。
【００１９】
　吸収体３０は、表面シート２０と裏面シート２２との間に設けられる。吸収体３０は、
吸収材料からなる吸収コア３２を含む。吸収コア３２を構成する吸収材料は、例えば、親
水性繊維、パルプ及び高吸水性高分子（ＳＡＰ）から形成できる。吸収体３０は、吸収コ
ア３２を包むコアラップ３４を有していてもよい。コアラップ３４は、例えば不織布又は
ティッシュシートから構成することができる。
【００２０】
　吸収コア３２は単層構造であることが好ましい。言い換えると、吸収パッド１０を伸長
させた状態及び吸収パッド１０の自然状態において、各領域の吸収コア３２は、厚み方向
において互いに重なることなく配置されている。
【００２１】
　吸収体３０は、中央領域Ｃ及び周縁領域Ｐを有する。中央領域Ｃは、吸収体３０の中心
を含み、吸収体３０の縁を含まない領域である。吸収パッドの着用時に、中央領域Ｃは着
用者の股下に位置する。
【００２２】
　周縁領域Ｐは、中央領域Ｃを取り囲む領域であり、吸収体３０の縁を含んでいる。周縁
領域Ｐは、中央領域Ｃよりも薄い厚み、かつ中央領域Ｃよりも高い剛性を有する領域であ
る。すなわち、周縁領域Ｐにおける吸収体３０の厚みＴ２は、中央領域Ｃにおける吸収体
３０の厚みＴ１よりも小さい。さらに、周縁領域Ｐにおける吸収体３０の剛性は、中央領
域Ｃにおける吸収体３０の剛性よりも高い。
【００２３】
　周縁領域Ｐの厚みは、好ましくは、２．４～３．６ｍｍである。一方、中央領域Ｃの厚
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みは、好ましくは、３．６～５．４ｍｍである。厚みの測定は、直径５０ｍｍの測定子を
有する「株式会社　尾崎製作所製　PEACOCK ダイヤルシックネスゲージ　Ｊ－Ｂ」を用い
て実施することができる。具体的には、直径５０ｍｍ円状の測定端子でサンプルの測定部
位を挟み込み、３．０ｇｆ／ｃｍ２の荷重になるよう調整しつつ、測定部位の厚みを測定
した。
【００２４】
　また、周縁領域Ｐの剛性（ＭＤ）は、好ましくは、４．２～７．２ｍＮ／２５ｍｍであ
る。一方、中央領域Ｃの剛性（ＭＤ）は、好ましくは、２．２～５．２ｍＮ／２５ｍｍで
ある。
【００２５】
　ここで、本明細書において、剛性値は、ガーレ剛軟度によって測定された値をサンプル
片の長さで割った値として規定される。ガーレ剛軟度の測定には、Ｎｏ．３１１ガーレー
式柔軟度試験機（安田精機製作所社製）を使用する。本試験機は、ＪＩＳ－Ｌ１０９６に
準拠している。本試験機は、サンプル片の柔軟度（曲げ反発性）を測定する試験機である
。まず、サンプル片を可動アームのチャックに取り付け、左右に規定の速さで回転させて
、サンプル片下端が振子から離れた時の目盛を読み取り、剛軟度Ｓ（ｍＮ）を以下の式に
基づいて算出する。
【００２６】
　Ｓ＝Ｒ×（Ｄ１Ｗ１＋Ｄ２Ｗ２＋Ｄ３Ｗ３）×（Ｌ－１２．７）２／ｂ×３．３７５×
１０－５。
【００２７】
　ここで、Ｒは目盛板の読みであり、Ｄ１，Ｄ２，Ｄ３は振子支点からおもり取付位置ま
での距離（２５．４ｍｍ（１ｉｎ．），５０．８ｍｍ（２ｉｎ．），１０１．６ｍｍ（４
ｉｎ．））であり、Ｗ１，Ｗ２，Ｗ３はＤ１，Ｄ２，Ｄ３の孔に取り付けたおもりの質量
（ｇ）であり、Ｌはサンプル片の長さ（ｍｍ）であり、ｂはサンプル片の幅（ｍｍ）であ
る。
【００２８】
　本明細書において、サンプル片は、吸収パッド１０の吸収体を、長手方向３８ｍｍ、幅
方向１７．５ｍｍの直方体に切り出したものを採用する。この場合、サンプル片の長さＬ
は３８ｍｍであり、サンプル片の幅ｂは１７．５ｍｍである。こうして、サンプル片の長
さ３８ｍｍあたりのガーレ剛軟度（ｍＮ）が測定される。なお、サンプル片の長さ方向と
しては、例えば、吸収パッド１０の長手方向（製造時の搬送方向（ＭＤ方向））が挙げら
れるが、これに限定されるものではない。
【００２９】
　後述する低坪量領域４２よりも長手方向Ｌの外側において、周縁領域Ｐと中央領域Ｃと
の境界は、長手方向Ｌの外側に向かうにつれて幅方向Ｗの内側に直線状に傾斜しているこ
とが好ましい。
【００３０】
　周縁領域Ｐにおける吸収体３０の剛性を高めるため、周縁領域Ｐにおける吸収体３０に
、圧搾溝４６が形成されていることが好ましい。圧搾溝４６は、周縁領域Ｐにおいて全体
的に設けられていてよい。本実施形態では、圧搾溝４６は、吸収体３０の肌面側に格子状
に形成されている。より具体的には、圧搾溝４６は、第１の方向と、第１の方向に交差す
る第２の方向と、に沿って、直線状に形成されていてよい。第１の方向及び第２の方向は
、長手方向Ｌに対して傾斜した方向であってもよい。この実施形態の代わりに、圧搾溝４
６は、周縁領域Ｐの剛性を高めることができれば、どのようなパターンで形成されていて
もよい。周縁領域Ｐは比較的高い剛性を有し、もとの形状を維持しやすいので、着用者が
体勢を変えることにより生じる吸収パッドの横から受ける力が、中央領域Ｃに向けて伝わ
りやすい。
【００３１】
　吸収体３０は、溝４０及び一対の低坪量領域４２を有する。溝４０は、中央領域Ｃにお
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いて、吸収体３０の非肌面側に設けられている。溝４０は、吸収体３０が圧搾された圧搾
溝であってよい。溝４０は、幅方向Ｗの中央で、長手方向Ｌに延びている。長手方向Ｌに
おける溝４０の長さは、好ましくは８０～１５０ｍｍ、より好ましくは９０～１１０ｍｍ
である。
【００３２】
　一対の低坪量領域４２は、長手方向Ｌに沿って延びている。一対の低坪量領域４２は、
中央領域Ｃに対して幅方向Ｗに隣接する周縁領域Ｐと中央領域Ｃとの境界に設けられてい
る。
【００３３】
　低坪量領域４２は、中央領域Ｃ及び周縁領域Ｐにおける吸収コア３２の坪量（目付）よ
りも低い坪量の吸収コアからなる領域、又は実質的に吸収コアを含まない領域によって定
義される。すなわち、低坪量領域４２は、吸収コア３２の坪量が零の領域を含む概念であ
る。ここで、実質的に吸収コアを含まない領域は、吸収コア３２を構成する吸収材料を設
計上含まない領域を意味している。言い換えると、実質的に吸収コアを含まない領域は、
製造時に微量の吸収材料が混入した領域を含む概念である。
【００３４】
　低坪量領域４２は、０～２００ｇ／ｍ２の坪量の吸収コアを含む領域であってよい。低
坪量領域４２は、好ましくは１５０ｇ／ｍ２以下、より好ましくは１００ｇ／ｍ２以下の
坪量の吸収コアを含む領域である。
【００３５】
　低坪量領域４２は、吸収パッド１０の剛性が変化する境目となる。したがって、低坪量
領域４２は、吸収パッド１０が変形し易い領域に相当する。
【００３６】
　好ましくは、長手方向Ｌにおける溝４０の長さは、長手方向Ｌにおける低坪量領域４２
の長さよりも長い。長手方向Ｌにおける低坪量領域４２の長さは、好ましくは６０～１３
０ｍｍ、より好ましくは７０～９０ｍｍである。幅方向Ｗにおける低坪量領域４２の幅Ｗ
１は、周縁領域Ｐにおける吸収体３０の厚みＴ２よりも大きいことが好ましい。幅方向Ｗ
における低坪量領域４２の幅は、好ましくは１０～２５ｍｍ、より好ましくは２０ｍｍで
ある。
【００３７】
　一対の低坪量領域４２間の距離Ｗ２は、長手方向Ｌの中心位置で幅方向Ｗにおける周縁
領域Ｐの幅の合計（Ｗ３＋Ｗ３）よりも短いことが好ましい。一対の低坪量領域４２間の
距離は、例えば４０～６０ｍｍであってよい。
【００３８】
　なお、本明細書で説明した「長さ」、「幅」及び「距離」は、吸収パッド１０を皺がな
くなるまで伸張させた状態で測定した数値である。
【００３９】
　吸収コア３２は、好ましくは、低坪量領域４２が設けられた長手方向Ｌの範囲内におい
て、幅方向Ｗにおける吸収パッド１０の縁まで延びている。吸収コア３２は、少なくとも
低坪量領域４２が設けられた長手方向Ｌの範囲内において、長手方向Ｌに沿った直線状の
外形線を有していてよい。
【００４０】
　吸収パッド１０は、裏面シート２２の非肌面側に、おむつに係止する係止部９０を有し
ていてもよい。図１では、係止部９０が点線によって透視的に示されている。係止部９０
は、好ましくは、長手方向Ｌにおいて溝４０が形成された領域を避けて設けられている。
【００４１】
　表面シート２０及び吸収体３０は、図２のように吸収パッド１０の中央部分、例えば少
なくとも長手方向Ｌに沿って中央領域Ｃが存在する範囲において、幅方向Ｗの外側端部ま
で延在している。これにより、吸収体３０の厚みを薄くしても、吸収パッド１０の幅方向
Ｗの外側端部まで拡散した尿等の液体を吸収することができるので、吸収パッド１０から
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液体が漏れにくい。また、表面シート２０及び吸収体３０が幅方向Ｗの外側端部まで延在
しているので、吸収パッド１０の幅方向Ｗの外側端部まで比較的高い剛性が維持され、そ
の結果、吸収パッド１０の横から受ける力が中央領域Ｃに伝わりやすい。
【００４２】
　（２）着用中の吸収パッド
　次に、図５及び図６を参照し、着用中の吸収パッド１０の形状の例について説明する。
図５は、吸収パッドが幅方向Ｗにおける外側から内側へ弱い力を受けたときの吸収パッド
の変形を示している。図６は、吸収パッドが幅方向Ｗにおける外側から内側へ強い力を受
けたときの吸収パッドの変形を示している。なお、図５及び図６では、図の簡略化のため
、圧搾溝４６は示されていない。
【００４３】
　吸収パッド１０は、使用中に、着用者の両脚によって挟まれ、幅方向Ｗにおける外側か
ら内側に向かう力を受ける。吸収パッド１０が幅方向Ｗに弱い力を受けた場合、周辺領域
Ｐの幅方向Ｗにおける外側部分が上方に上がりつつ、周辺領域Ｐが中央領域Ｃへ向けて移
動しようとする（図５参照）。中央領域Ｃの中央は、周辺領域Ｐによって押されることで
、着用者の肌に向けて凸状に変形する。このとき、中央領域Ｃの非肌面側に溝４０が形成
されているため、吸収体３０は着用者の肌に向けて凸状に変形し易い。さらに、低坪量領
域４２の剛性が低いため、吸収パッド１０は、低坪量領域４２を基点に曲がり易い。その
結果、吸収パッド１０は、幅方向Ｗに沿った断面において、略Ｗ字形に変形する。
【００４４】
　装着時に吸収パッド１０が幅方向Ｗ外側から内側へ強い力を受けたとき、吸収体３０の
周縁領域Ｐは、比較的剛性が高いためその形状を維持しながら中央領域Ｃの吸収コア３２
の下に入り込む（図６参照）。したがって、吸収パッド１０の全幅が小さくなりながら、
中央領域Ｃの吸収体３０が体にフィットするように変形し得る。低坪量領域４２の幅Ｗ１
が周縁領域Ｐにおける吸収体３０の厚みＴ２よりも大きいため、吸収パッド１０がこのよ
うに変形しても、吸収パッド１０全体の厚みが大きくなりすぎない。
【００４５】
　（３）吸収パッドが装着される使い捨ておむつ
　図７は、吸収パッドを装着するおむつの一例を示す斜視図である。図８は、展開したお
むつに装着した吸収パッドを示す平面図である。図８は、伸長させた状態の吸収パッド及
びおむつを示している。使い捨ておむつは、例えば大人用のおむつであってよい。
【００４６】
　使い捨ておむつ１は、一例としてパンツタイプの構造を有していてよい。使い捨ておむ
つ１は、着用者の胴回りに当てられる胴回り領域と、着用者の股下に当てられる股下域と
、を有する。前胴回り領域の幅方向Ｗ外側に位置する胴回り縁部４，４’が、後胴回り領
域Ｓ２の横方向Ｗの外側に位置する後胴回り縁部６，６’とそれぞれ接合されることによ
って、使い捨ておむつ１がパンツ型に形成される。使い捨ておむつ１は、パンツ型に形成
された状態で、着用者の脚回りを囲む一対の脚回り開口部９を有する。股下域は、一対の
脚回り開口部９間の領域である。
【００４７】
　使い捨ておむつ１は、吸収性本体１Ａを含む。吸収性本体１Ａは、表面シート、裏面シ
ート、及び表面シートと裏面シートとの間の吸収体１３０を含んでいてよい。吸収体１３
０は、少なくとも股下域に設けられている。吸収体１３０は、粉砕パルプや高吸収性ポリ
マーなどの混合粉体で形成されていてよい。
【００４８】
　上述した吸収パッド１０は、使い捨ておむつ１の股下域に装着される。着用者が排泄を
行った後、吸収パッド１０のみを取り換えることができる。これにより、使い捨ておむつ
を長期に使用することができる。
【００４９】
　幅方向Ｗにおける吸収パッド１０の幅Ｗ４は、おむつの股下域に配置された吸収体１３
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０の幅方向Ｗにおける最小幅Ｗ５よりも大きいことが好ましい。
【００５０】
　（４）作用効果
　一実施形態に係る吸収パッド１０によれば、吸収体３０は、周縁領域Ｐと、周縁領域Ｐ
に囲まれた中央領域Ｃと、を有する。周縁領域Ｐは、中央領域Ｃよりも薄い厚み、かつ中
央領域Ｃよりも高い剛性を有する。吸収体３０は、中央領域Ｃに対して幅方向Ｗに隣接す
る周縁領域Ｐと中央領域Ｃとの境界で、長手方向Ｌに沿って延びる一対の低坪量領域４２
と、中央領域Ｃに、吸収体３０の非肌面側において、幅方向Ｗの中央で長手方向Ｌに延び
た溝４０と、を有する。
【００５１】
　着用者の排泄部にあたる中央領域Ｃを囲む周縁領域Ｐの厚みが薄いので、吸収パッド１
０がおむつの内側に装着されたとても、厚みの増大による違和感が生じにくく、かつ、周
縁領域Ｐが高剛性であるため幅方向Ｗ外側から内側へ力を受けたとしても周縁領域Ｐの形
状が維持され易い。そのため、吸収パッド１０が幅方向Ｗに縮められるような力が除去さ
れたときに、高剛性の周縁領域Ｐのために、吸収パッド１０が元の形状に回復し易い。
【００５２】
　一対の低坪量領域４２により吸収コア３２を構成する吸収材料の量を減らすことができ
るため、吸収パッド１０がおむつに装着されたとしても、吸収パッド１０とおむつの合計
の厚みを股下域で低減させることができる。これにより、使用時における着用者の違和感
を軽減することができる。また、低坪量領域４２は比較的柔らかい領域であるため、吸収
パッド１０は、幅方向Ｗ外側から内側へ力を受けたときに、低坪量領域４２を基点に着用
者の体にフィットするように変形し易い。
【００５３】
　さらに、中央領域Ｃは、周縁領域Ｐの剛性よりも低い剛性を有し柔らかいため、中央領
域Ｃは、使用時に着用者の体にフィットするように変型しやすく、着用者に違和感を与え
にくい。また、吸収体３０の非肌面側に形成された溝４０によって、吸収パッド１０の中
央領域Ｃが、着用者の肌に向けて突出するように変形しやすい。これにより、吸収パッド
１０は、使用時に着用者の体によりフィットし易くなる。
【００５４】
　以上により、吸収パッド１０は、使用時に着用者の違和感を軽減するとともに、着用者
が脚を開いたときに元の形状に回復し易くなる。さらに、吸収パッド１０は、幅方向Ｗ外
側から内側へ向かう力を受けたときに体の形状に合わせて変形しやすく、その結果、液体
の漏れを抑制することができる。
【００５５】
　一実施形態によれば、吸収コア３２は単層構造である。これにより、吸収体３０の厚み
を抑制することができる。特に、吸収パッド１０は、使用時におむつに装着されるため、
履き心地の観点からできるだけ薄いことが好ましい。また、上述した実施形態との組み合
わせにより、履き心地と体へのフィットとを両立させることができる。
【００５６】
　また、吸収コア３２が２層以上の構造を有していると、幅方向Ｗ外側から力を受けたと
きに、吸収体３０の変形にともなって層どうしの間に隙間が生じることがある。したがっ
て、吸収体の形状の維持が困難になり、吸収体の形状の回復性が低下することがある。本
実施形態では、吸収コア３２が単層であるため、吸収体３０の形状の回復性の低下を抑制
することができる。
【００５７】
　一実施形態によれば、低坪量領域４２は、実質的に吸収材料を含まない領域である。こ
れにより、吸収パッド１０及び吸収体３０が低坪量領域４２のところで変形し易くなる。
したがって、吸収パッド１０がより着用者の体にフィットし易くなる。
【００５８】
　一実施形態によれば、一対の低坪量領域４２間の距離Ｗ２が、長手方向Ｌの中心位置で
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幅方向Ｗにおける周縁領域の幅の合計（Ｗ３＋Ｗ３）よりも短い。装着時に吸収パッド１
０に幅方向Ｗ外側から弱い力がかかったとき、吸収パッド１０は、図５に示すように、幅
方向Ｗに沿った断面で略Ｗ字形に変形する。吸収パッド１０が略Ｗ字形に変形したときに
、周縁領域Ｐの高さが十分に高くなるため、吸収パッド１０の幅方向Ｗ外側からの液体の
漏れをより防止することができる。
【００５９】
　一実施形態によれば、幅方向Ｗにおける低坪量領域４２の幅Ｗ１は、周縁領域Ｐにおけ
る吸収体３０の厚みＴ２よりも大きい。これにより、装着時に吸収パッド１０が幅方向Ｗ
外側から内側へ強い力を受けたとき、吸収体３０の周縁領域Ｐが中央領域Ｃの吸収コア３
２の下に入り込む（図６参照）。したがって、吸収パッド１０の全幅が小さくなりながら
、中央領域Ｃの吸収体３０が体にフィットするように変形し得る。低坪量領域４２の幅Ｗ
１が周縁領域Ｐにおける吸収体３０の厚みＴ２よりも大きいため、吸収パッド１０がこの
ように変形しても、吸収パッド１０全体の厚みが大きくなりすぎない。その結果、着用者
の違和感を軽減することができる。
【００６０】
　また、吸収パッド１０が幅方向Ｗの外側から内側へ強い力を受けたとき、吸収体３０の
周縁領域Ｐが中央領域Ｃの吸収コア３２の下により入り込み易くする観点から、幅方向Ｗ
における低坪量領域４２の幅Ｗ１は、周縁領域Ｐにおける吸収体３０の厚みＴ２と、中央
領域Ｃにおける吸収体３０の厚みＴ１との合計値よりも大きいことが好ましい。
【００６１】
　一実施形態によれば、吸収パッド１０は、裏面シート２２の非肌面側に、おむつに係止
する係止部９０を有する。係止部９０は、長手方向Ｌにおいて溝４０が形成された領域を
避けて設けられている。これにより、溝４０が形成された領域と、溝４０が形成された領
域の幅方向Ｗ外側の領域とは、おむつに直接係止されない。したがって、係止部９０が吸
収パッド１０の変形を阻害することを防止し、その結果、吸収パッド１０の体へのフィッ
ト性の低下を抑制することができる。
【００６２】
　一実施形態によれば、長手方向Ｌにおける溝４０の長さは、長手方向Ｌにおける低坪量
領域４２の長さよりも長い。これにより、長手方向Ｌにおける溝４０の端部の位置と、長
手方向Ｌにおける低坪量領域４２の端部の位置との間の距離が長くなる。したがって、吸
収パッド１０が図５及び図６に示すように変形したときに、長手方向Ｌに沿って吸収パッ
ド１０の突出部から突出していない領域への変形が緩やかになる。
【００６３】
　一実施形態によれば、吸収コア３２は、低坪量領域４２が設けられた長手方向Ｌの範囲
内において、幅方向Ｗにおける吸収パッド１０の縁部まで延びている。吸収コア３２が存
在する領域は、吸収パッド１０のなかで比較的剛性が高い領域である。すなわち、比較的
剛性の高い領域が、吸収パッド１０の幅方向Ｗの縁部まで延びている。これにより、吸収
パッド１０の幅方向Ｗの縁部から幅方向内側へ向いた力が加えられたとき、その力が効率
的に、一対の低坪量領域４２や中央領域Ｃに伝わる。これにより、吸収パッド１０は、使
用時に、着用者の体にフィットするようにより変形し易くなる。
【００６４】
　一実施形態によれば、低坪量領域４２よりも長手方向Ｌの外側において、周縁領域Ｐと
中央領域Ｃとの境界４４ｂは、長手方向Ｌの外側に向かうにつれて幅方向Ｗの内側に直線
状に傾斜している。周縁領域Ｐの境界が曲線状になっているよりも直線状になっている方
が、周縁領域Ｐの境界４４ｂが折り基点になり易く、吸収パッド１０の中央領域Ｃが着用
者の体にフィットするように変形し易くなる。また、周縁領域Ｐの境界４４ｂで吸収パッ
ド１０がきれいに折れ曲がるため、着用者の違和感を軽減することができる。
【００６５】
　一実施形態によれば、幅方向Ｗにおける吸収パッド１０の幅Ｗ４は、おむつの股下域に
配置された吸収体１３０の幅方向Ｗにおける最小幅Ｗ５よりも大きい。これにより、吸収
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パッド１０がおむつに装着されたとき、吸収パッド１０の幅方向Ｗ外側の両端部が、股下
域において、おむつの吸収体１３０の幅方向Ｗの外側へはみ出す。着用者の両脚の間に挟
まれることによって着用者の脚から幅方向Ｗの内側へ横から受けた力は、おむつの股下域
に配置された吸収体１３０よりも先に吸収パッド１０に伝わる。そのため、吸収パッド１
０の変形が促進され、吸収パッド１０が体にフィットするので、吸収パッド１０とおむつ
を重ねて着用していても違和感を感じにくい。
【００６６】
　また、股下域において、おむつ１の吸収体１３０よりも幅が広い領域まで吸収パッド１
０が存在することになるので、液体がおむつ１にまで漏れ難くなる。これにより、おむつ
を交換することなく、吸収パッド１０のみを何度も交換すればよいという利点がある。
【００６７】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。したがって、本明細書の記載は、
例示説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではな
い。
【符号の説明】
【００６８】
１０　　　吸収パッド
２０　　　表面シート
２２　　　裏面シート
３０　　　吸収体
３２　　　吸収コア
４０　　　溝
４２　　　低坪量領域
４６　　　圧搾溝
９０　　　係止部
Ｃ　　　　中央領域
Ｐ　　　　周辺領域
Ｌ　　　　長手方向
Ｗ　　　　横方向
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